
【事務事業シート（政策的経費）】

1

2

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

　５年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、６年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは目標

達成すると考えられることから、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 42,104 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 42,104 千円
最終現計予

算額

実績値 人

達成率 132.25 ％ 達成率 ％ 達成率

人

実績値 30357 人 実績値 人 実績値 人

人 目標値 25141 人 目標値 26234

時点･期間 R8年度

現状値 21862 人

目標値 22955 人 目標値 24048

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期 H24

終期 ー

Ｋ  P  Ｉ

土砂災害情報相互通報システムの利用者数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

　５年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、６年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは目標

達成すると考えられることから、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

12月

補正

（追

加）

事　項 土砂災害情報相互通報システム改修事業費 予算主管課 砂防課

事　業

概　要

防災情報提供機能の充実を図るため、土砂災害情報相互通報システムの機能改修

を行う。

決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

令和5年度は、25戸保全する施設が完成した。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 135,766 千円 決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

コ　ス　ト

最終現計予

算額
147,700 千円

最終現計予

算額

達成率 ％ 達成率 ％

戸 実績値 戸

達成率 107.04 ％ 達成率 ％

243 戸

実績値 228 戸 実績値 戸 実績値

223 戸 目標値 233 戸 目標値

H25～R7年度 時点･期間 H25～R8年度

現状値 203 戸

目標値 213 戸 目標値

H25～R4年度 時点･期間 H25～R5年度 時点･期間 H25～R6年度 時点･期間

ー

Ｋ  P  Ｉ

市町が実施するがけ崩れ防災対策事業によって保全される人家戸数（累計）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間

当初 事　項 がけ崩れ防災対策事業補助金 予算主管課 砂防課

事　業

概　要

近年土砂災害が発生した等、がけ崩れにより家屋等が被災する恐れのある箇所に

ついて、市町が行うがけ崩れ防災対策事業に対し補助する。

始期 S48

終期

令和５年度　　事後評価シート



3

4

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

　５年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、６年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは目標

達成すると考えられることから、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 2,949,736 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額
2,949,736 千円

最終現計予

算額

実績値 戸

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

戸

実績値 1878 戸 実績値 戸 実績値 戸

戸 目標値 2218 戸 目標値 2388

時点･期間 H25～R8年度

現状値 1708 戸

目標値 1878 戸 目標値 2048

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 H25～R4年度 時点･期間 H25～R5年度 時点･期間 H25～R6年度 時点･期間 H25～R7年度

始期 S42

終期 ー

Ｋ  P  Ｉ

急傾斜地崩壊防止施設の整備によって保全される人家戸数（累計）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、６年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは目標達

成すると考えられることから、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

12月

補正

（追

加）

事　項 急傾斜地崩壊対策事業費 予算主管課 砂防課

事　業

概　要

急傾斜地の崩壊による災害から県民の生命を保護するため、急傾斜地崩壊対策を

実施する。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 536,842 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額
536,842 千円

最終現計予

算額

実績値 戸

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

戸

実績値 2429 戸 実績値 戸 実績値 戸

戸 目標値 2529 戸 目標値 2579

時点･期間 H25～R8年度

現状値 1343 戸

目標値 2429 戸 目標値 2479

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 H25～R4年度 時点･期間 H25～R5年度 時点･期間 H25～R6年度 時点･期間 H25～R7年度

始期 ー

終期 ー

Ｋ  P  Ｉ

地すべり防止施設の整備によって保全される人家戸数（累計）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

12月

補正

（追

加）

事　項 地すべり対策事業費 予算主管課 砂防課

事　業

概　要

地すべりにより人家・公共施設に被害を及ぼす恐れがある箇所において、地すべ

り対策を実施する。
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6

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

　５年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、６年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは目標

達成すると考えられることから、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 154,405 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額
165,055 千円

最終現計予

算額

実績値 箇所

達成率 104.00 ％ 達成率 ％ 達成率

箇所

実績値 26 箇所 実績値 箇所 実績値 箇所

箇所 目標値 25 箇所 目標値 25

時点･期間 R8年度

現状値 20 箇所

目標値 25 箇所 目標値 25

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期 ー

終期 ー

Ｋ  P  Ｉ

調査により整備の優先度を判断した箇所数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

　５年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、６年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは目標

達成すると考えられることから、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

当初 事　項 砂防施設事業費 予算主管課 砂防課

事　業

概　要

公共事業として採択されない事業で、人命、人家、公共施設等の保全のため、渓

流保全工など砂防施設の整備及び地すべり対策を行う。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 193,574 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額
193,574 千円

最終現計予

算額

実績値 %

達成率 102.00 ％ 達成率 ％ 達成率

%

実績値 51 % 実績値 % 実績値 %

% 目標値 56 % 目標値 59

時点･期間 R8年度

現状値 50 %

目標値 50 % 目標値 53

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R5年度（見込み） 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期 S23

終期 ー

Ｋ  P  Ｉ

直轄砂防事業の事業進捗率（事業費ベース）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

2月

補正

事　項 直轄砂防事業費負担金 予算主管課 砂防課

事　業

概　要

国土交通省が実施する重信川水系の砂防事業の当該年度事業費に対して負担す

る。
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8

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

　５年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、６年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは目標

達成すると考えられることから、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 7,150,843 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額
7,150,843 千円

最終現計予

算額

実績値 戸

達成率 101.11 ％ 達成率 ％ 達成率

戸

実績値 2815 戸 実績値 戸 実績値 戸

戸 目標値 3284 戸 目標値 3534

時点･期間 H25～R8年度

現状値 2641 戸

目標値 2784 戸 目標値 3034

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 H25～R4年度 時点･期間 H25～R5年度 時点･期間 H25～R6年度 時点･期間 H25～R7年度

始期 ―

終期 ―

Ｋ  P  Ｉ

砂防設備の整備によって保全される人家戸数（累計）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

　５年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、６年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは目標

達成すると考えられることから、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

2月

補正

事　項 通常砂防事業費 予算主管課 砂防課

事　業

概　要

土石流等の土砂災害から人家・公共施設等を守るため、砂防堰堤の整備や土砂災

害警戒区域の指定・見直しに向けた基礎調査等を行う。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 951,996 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額
980,900 千円

最終現計予

算額

実績値 ％

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

％

実績値 37 ％ 実績値 ％ 実績値 ％

％ 目標値 47 ％ 目標値 53

時点･期間 R1～R8年度

現状値 28 ％

目標値 37 ％ 目標値 42

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R1～R4年度 時点･期間 R1～R5年度 時点･期間 R1～R6年度 時点･期間 R1～R7年度

始期 H24

終期 ー

Ｋ  P  Ｉ

要対策箇所の修繕率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

9月

補正

事　項 砂防施設防災・減災対策事業費 予算主管課 砂防課

事　業

概　要

地震等による災害に備え、緊急的に対策が必要な砂防設備や地すべり防止施設等

の機能維持等を図る。
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見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

　５年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、６年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは目標

達成すると考えられることから、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

・終期変更（R5→終期なし）・令和5年度は、49戸保全する施設が完成した。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 419,778 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額
472,100 千円

最終現計予

算額

実績値 戸

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

戸

実績値 653 戸 実績値 戸 実績値 戸

戸 目標値 727 戸 目標値 764

時点･期間 H25～R8年度

現状値 604 戸

目標値 653 戸 目標値 690

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 H25～R4年度 時点･期間 H25～R5年度 時点･期間 H25～R6年度 時点･期間 H25～R7年度

始期 H23

終期 R5

Ｋ  P  Ｉ

集落・避難路保全斜面地震対策事業によって保全される人家戸数（累計）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

9月

補正

事　項 集落・避難路保全斜面地震対策事業補助金 予算主管課 砂防課

事　業

概　要

地震等による斜面崩壊により、集落及び避難路が被災する恐れのある箇所につい

て、市町が行うがけ崩れ防災対策事業に対し補助する。


